
光陽では６月から３カ月にわたり、学年ごとに宿泊訓練を行ってきました。
普段子どもたちが過ごすのはデイの時間、つまり平日の放課後、土曜日の昼間の時間です。
私たちが彼らに関わっているのは１日のほんの１部分にすぎません。
もっと彼らのことを知りたい。今まで見れていなかった部分を知りたい。
生活リズムや様子を知り、支援につなげていきたい。
そんな思いから、宿泊訓練を企画しました。
みんなが普段家庭ではどんな様子なんだろう？夕食の時、お風呂の時、寝る前、起きる時、
朝食の時、みんなはどんな風に過ごしているのだろうか？
家族のみなさんはどういう思いで１日を過ごしているのだろうか？
私たちは、その事を常に頭に入れながら１日を一緒に過ごしました。
今までは見えていなかった部分にたくさん出会うことができ、また想像することしかできな
かった部分を感じることができました。
今回の経験を生かし、より一層生活に密着した支援を心掛けていきます。

保護者のみなさまも宿泊訓練にご協力いただき、本当にありがとうございました。

ふたばでは簡単なおやつ作りですが、調理実習を行っています。
材料をボウルに入れる、混ぜる、容器に入れるなどに挑戦をしています。子どもたちは興味津々な
様子で職員の作るお手本を見ながら頑張って取り組んでいます。
出来上がったものはお弁当の後に食べますが、残った時はお家のお土産として持ち帰りますの
で食べてみてください。

伊藤 順子



ハロウィンパーティー！
１０月といえばハロウィン！ということで、２９日に少し早めのハロウィンパーティーを行いました。
今回のハロウィンパーティーでは制作活動の時間で作ったお手製の帽子やマントを身に着けて仮装
を楽しみました。アトラクションとして、小・中・高それぞれの課題を取り組み、日々の成果を発揮するこ
とができました。
他にも大きなカボチャのボールを使い、ボーリングをしました。
『先生、５本倒したよ！』『悔しい！もう一回だ！』など、誰が一番多く倒せるかを競い合いました。
頑張った後はご褒美にハロウィンのお菓子をもらうこともでき、楽しい思い出を作ることができました。

６年生のＡ君は物に対するこだわりが強く、学級で使っているおもちゃでよくトラブルになります。
ブロック等で作った物を、その都度壊すことができず、どんどん自分の物となっていくので周りの子
ども達が遊ぶ事ができません。
「Ａ君貸して」と話しかけても「あっだめ！それは触るな！」の一点張り・・・・・
不機嫌になって文句や意地悪のし放題。
ところがある日、おはじきを「これはＴ君の分」「これはＮちゃんの分」と自分から分け合っていたの
です。
そして、「あとでこのおはじきで○○して遊ぼう！」と誘っていたのです。
「一緒に遊びたい」という気持ちが土台となり「仲良く遊ぶにはどうしたらいいのか？」と考え、
『おもちゃを分け合って一緒に遊べばいいんだ！』に気がつくことができたのです。

子どもたちの段階は、時期が違っても踏んでいく段階は一緒なのだと感じた一場面でした。

子どもの遊びの段階



今年も残りわずかとなりましたが、皆様お元気でお過ごしでしょうか？
子供（和也）は、こちらでお世話になって９ヶ月あまり経とうとしております。最初は心配でどうなるかと
思いましたが、手とり足とりご指導してくださり１０分の作業から１時間あまり集中して取り組むことがで
き子供なりに頑張って、学生の時とは違う気持ちになっています。
先生方には感謝の気持ちでいっぱいです。

今年の３月末からKFKのメンバーが集まって意見を出し合い、子供の悩み、これからの事、とてつ
もない夢など情報交換しながらここまできました。夢も持つ事は大切な事です。言葉に出して人に聞
いてもらう、そうすれば必ず実現します。
12/19（土）はクリスマス会を親子でします。来年度からはもっと中身の濃い充実したKFKにしたいと
思います。皆様、ご協力よろしくお願い致します。

「第３光陽」の建設にあたり、光陽福祉会では、皆様へ御寄付をお願いしております。
これまでに、沢山の皆様からのご協力を頂いております。職員一同、心から御礼申し上げます。
ご了承いただいた方のお名前をこちらに掲載させていただきます。

富樫司法書士合同事務所 富樫 悠 様
佐名 進 様 堀場 一彦 様 村瀬 徳信 様 江川 辰美 様
山口 ヴィルマ デ ヴェラ 様 山本 昌樹 様

発行・編集 一般社団法人光陽福祉会 岐阜市折立３４８－１ TEL： ０５８－２６０－６６６３
URL  http://koyo-fukushikai.org FAX：０５８－２１６－１２４８


